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 《第 2 部》 
事例発表② 「ペットツーリズムの推進」 
中⻄ 理⾹⼦⽒（⼀般財団法⼈ 神⼾観光局 専
務理事） 
 
〇司会 次の環境整備の第 2 弾に⼊りたいと思
います。ここからは、「ペットツーリズム」という
ことをテーマに⾏いたいと思います。 

本⽇、⾕⼝先⽣のご発表から、「⽝と散歩をし
て、社会交流を持つことが、⾼齢者を健康にする」
ということを学びました。 

ペットツーリズム推進は、「ペットと⼀緒に街
にお出掛けしやすくする」という環境整備をする
ことになります。ペットツーリズム推進で整備さ
れた環境は、そこで暮らす地元の⽅にとっても
「お出かけしやすい環境」であり、観光振興だけ
でなく、「健康で、楽しく、温かい街づくり」をし
て頂いていることにもなります。 

先ずは、ここ神⼾での取り組みを伺いましょう。 
事例発表②「ペットツーリズムの推進」、⼀般

社団法⼈神⼾観光局 専務理事 中⻄理⾹⼦様、
よろしくお願いいたします。 

 
【スライド 01】 

ただいまご紹介にあずかりました、神⼾観光局
専務理事の中⻄でございます。 

本⽇は、神⼾市における『ペットツーリズム』
の現状と今後の展望についてお話しさせていた
だきます。ペット市場が年々成⻑する中、ペット
ツーリズムは観光業において新たなビジネスチ
ャンスを提供する可能性を秘めています。その中
で、神⼾観光局がどのようにペットツーリズムに
取り組んでいるか、また、ペットツーリズムの施
策である「ペットと旅する神⼾」についてご説明

させていただきたいと思います。 
 

【スライド 02】 
まず、ペットを連れて旅⾏することの意義につ

いてお話しいたします。 
ペットは家族の⼀員として、⽣活の中で重要な

役割を果たす存在です。ペットを飼っている⽅々
にとって、旅⾏はペットとの絆を深める貴重な機
会であり、ペットと共に過ごす時間を⼤切にした
いというニーズが⾮常に⾼まっております。 

特に昨今のコロナ禍以降、国内旅⾏の需要が再
び増加する中、ペットを連れて旅⾏する傾向が顕
著になっています。家族や友⼈と共に旅⾏を楽し
むスタイルに加え、ペットと⼀緒に旅⾏すること
が新たなライフスタイルの⼀環となりつつあり
ます。これには、ストレスの軽減や⼼の癒しとい
った⼼理的な効果もあり、ペットを連れて旅⾏す
ることがリラクゼーションや精神的健康に寄与
しているとも⾔われています。 

ペットを連れて旅⾏することは、家族や友⼈と
の関係を強化するのと同様に、ペットとの関係を
深め、⼼地よい⽣活を送るための⼿段となってい
ます。 

加えて、ペットを連れて旅⾏する⼈々は、ペッ
トに⾼い消費意欲を持つ層とも⾔われています。
ペットの健康や快適さに配慮し、ペット⽤品やサ
ービスに惜しみなくお⾦を使う傾向があるため、
この層をターゲットにした観光ビジネスは、今後
さらに成⻑する可能性があると考えています。 

 
こういった点を踏まえ、神⼾観光局では「ペッ

トツーリズム」が神⼾観光の新たな起爆剤となる
可能性を秘めていると考え、令和 4年度より「ペ
ットと旅する神⼾」という事業を開始しました。 
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神⼾は、⾃然と都市が共存し、海、街、⼭への
アクセスが容易なエリアです。このため、多様な
価値観を持つペット飼い主の幅広いニーズに対
応できるという点で⾮常に強みがあると考えて
います。 

 
【スライド 03】 
令和 4 年度の具体的な取り組みについてご説

明いたします。 
 
まずは、情報発信の強化を⽬標に掲げました。 
神⼾市の公式観光サイト『Feel KOBE』では、

ペットと⼀緒に楽しめる観光スポットや宿泊施
設、カフェなどを紹介するコラムを掲載し、ペッ
ト連れ旅⾏者が必要とする情報を提供しました。
このような情報の整備は、ペットツーリズムを推
進する上で⾮常に重要であり、観光客が神⼾市内
で快適に過ごせる環境を整えるための第⼀歩と
考えています。 

 
【スライド 04】 
続いて、ペットツーリズム専⽤の「ペットと旅

する KOBE」マップを作成しました。このマップ
には、神⼾観光局でヒアリングを⾏い、ペット同
伴可能な宿泊施設や観光施設、カフェなどの情報
が掲載されており、観光案内所やイベント等で配
布しています。また、観光公式サイト「Feel KOBE」
にも掲載しています。このようなペット向けの詳
細な情報提供は、ペット連れ旅⾏者にとって⾮常
に役⽴つもので、訪問者の満⾜度向上につながる
と考えています。 

 
【スライド 05】 

⼤⼿通信・出版事業者「ベネッセコーポレーシ
ョン」との連携によるフォトコンテストキャンペ
ーンも実施しました。 

このキャンペーンでは、ペットと⼀緒に神⼾市
を訪れた観光客が、⾃⾝の SNS で写真をシェア
し、『#ペットと旅する KOBE』というハッシュタ

グを付けて投稿する形で⾏いました。この取り組
みによって、SNSを通じた広範な情報拡散が⾏わ
れ、神⼾市のペットツーリズムの魅⼒が全国に発
信されました。結果として、540 の投稿があり、
港エリアでの組み合わせが多く投稿され、神⼾の
港エリアのポテンシャルの⾼さについて認識す
ることができました。 

 
【スライド 06】 
令和 4年度の事業実施の結果として 
•すでに神⼾市内においてペットフレンドリー

な施設が多く存在している点 
•特に港エリアでの親和性の⾼さ 

が確認されました。また、ペット飼い主向けの情
報発信の不⾜という課題も浮き彫りになりまし
た。 

この結果を踏まえ、令和 5年度は、神⼾におけ
るペットフレンドリーな施設の情報発信の強化
と、実際の旅⾏に使えるリアルな情報提供をする
ことを⽬標に取り組んでいます。株式会社 tent 
tent（テントテント）が運営するウェブサイト「お
でかけわんこ部」と連携し、情報発信の強化を図
っています。「おでかけわんこ部」は、⽉間 70 万
⼈の飼い主が参考にしているサイトで、リアル感
あふれる情報を提供しています。この影響⼒を活
⽤することで、神⼾の情報を多くの⽅へ届けるこ
とが可能となり、ペットと安⼼して出かけられる
神⼾に向けた取り組みが進んでいます。 

 
【スライド 07】 
具体的な取り組みとして、 
•「おでかけわんこ部」による「ペットと旅する

神⼾」の特設ページの設置 
•インスタグラムの専⽤アカウントの設置 

を⾏いました。本格的な開始⽇は、「11 ⽉ 11 ⽇
（わんわん・わんわんの⽇）」に設定し、TBSの
「ひるおび」で取り上げられました。全国放送で
取り上げられることによって、「ペットツーリズ
ム」がペットユーザーにとって感度の⾼い情報で
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あることを再認識させられました。 
 
「ペットと旅する神⼾」の特設ページは、神⼾

観光サイト「Feel KOBE」内に設置されています。 
神⼾観光を調べる⽅が気軽にアクセスできる

よう配置されています。また、「おでかけわんこ
部」のユーザーからも流⼊できるように、バナー
を掲載し、両⾯から特設ページへたどりつけるよ
うになっています。特設ページでは、「遊ぶ」「泊
まる」「⾷べる」などのテーマをはじめ、「特別取
材」として神⼾のペットフレンドリーな施設やス
ポットを巡る取材記事を掲載しています。 

 
【スライド 08】 

ここからは、特別取材の内容をご紹介させてい
ただきます。 

 
 

【スライド 09】 
第 1 弾 
「愛⽝と⼀緒にハイキングを楽しみたい」、「愛

⽝と⾃然の中でリフレッシュしたい」、「愛⽝の⾃
然の中での表情を⾒てみたい」といったニーズに
応えるため、ハイキングにフォーカスしました。 

神⼾市街から 30 分でアクセス可能な再度公園
を起点に、⾃然が豊かな六甲⼭系をハイキングし、
カフェを巡るモデルコースを取材しています。ま
た、⼀般のハイカーとの棲み分けやマナー啓発に
もつながるよう、情報発信を⾏いました。 

 
【スライド 10】 

第 2 弾 
「愛⽝と⼀緒に気軽に⾮⽇常を味わいたい」、

「愛⽝と六甲〜有⾺温泉に⾏ってみたい」という
ニーズに応えるため、六甲・有⾺温泉に焦点を当
てたモデルコースを取材しました。 
愛⽝と⼀緒に、六甲・有⾺温泉で贅沢な⽇帰り

旅⾏を楽しめる内容です。特に、有⾺グランドホ
テルの「DOG UP VILLA」（ドッグアップビラ）

では、ペットと⼀緒に有⾺の湯に浸かることがで
き、⼀般の⽇帰り旅⾏と変わらない⾮⽇常の神⼾
旅を提案しました。 

 
【スライド 11】 

第 3弾 
神⼾を起点に、近隣地域も含めた広域旅⾏を楽

しみたいというニーズに応えたモデルコースで
す。 

「愛⽝と⼀緒に⼩⾖島に⾏ってみたい」「愛⽝
と新船『あおい』に乗ってみたい」という要望に
応えるため、神⼾と⼩⾖島の 2泊 3⽇旅のモデル
コースを取材しました。神⼾港から⼩⾖島へはジ
ャンボフェリーで移動可能で、2022 年 10 ⽉ 22
⽇より就航した新船「あおい」には、ペット専⽤
エリアや専⽤個室があります。このフェリーを利
⽤することで、神⼾+αの広域旅⾏を提案してい
ます。 

 
【スライド 12】 

第 4弾 
「話題の須磨海浜公園に⾏ってみたい」、「愛⽝

と歴史あるお寺で参拝したい」というニーズに応
え、再整備された須磨海岸と須磨寺の参拝という
モデルコースを提案しています。 

これらの取り組みに加えて、SNSでの発信も強
化しています。 

 
【スライド 13】 

10 ⽉ 17⽇現在、インスタグラムのフォロワー
数は 1390⼈となっています。ペットツーリズム
で有名な軽井沢のフォロワー数が約 3,800 ⼈で
すので、ここを⽬指して、着実に情報発信に努め
てまいりたいと考えています。 

 
【スライド 14】 

ペットツーリズムの推進における課題もいく
つかあります。 

1点⽬は、ペットに関する正確な情報がまだ⼗
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分に提供されていないことです。宿泊施設や観光
施設のウェブサイトでペット同伴に関する情報
が記載されている場合もありますが、情報が不⼗
分であったり、現実と異なるケースが⾒受けられ
ます。これにより、ペット連れの旅⾏者が不便を
感じるケースが発⽣しています。 

2点⽬は、ペットと共に旅⾏する際のマナーで
す。ペット連れ観光客の中には、マナーを守らな
いことで他の観光客とのトラブルが発⽣するケ
ースがあります。 
3 点⽬は、地域の観光事業者との連携が必要で

あることです。ペットを受け⼊れる宿泊施設やカ
フェ、観光スポットは増加していますが、施設側
の認識や対応が不⼗分な場合もあります。我々神
⼾観光局が事業を推進する中で、事業者へのアド
バイスや働きかけを⾏っています。 

ペットツーリズムの市場は、今後も拡⼤が期待
されています。冒頭でもお話ししましたが、特に
ペットを連れて旅⾏する層は消費意欲が⾼く、ペ
ットに対する⽀出を惜しまない傾向があります。
この層をターゲットにしたサービスや商品は、今
後の観光ビジネスにとって⾮常に重要なビジネ
スチャンスとなると考えています。 

 
【スライド 15】 

神⼾のペットツーリズムにおけるキーワード
は、以下の 3 点です。 

1点⽬は、新たな観光客層の獲得です。 
本⽇の説明でもお伝えした通り、ペットと共に

旅⾏をしたいというニーズに応えることができ
れば、従来の観光とは異なる「ペットと旅⾏」と
いう新たな観光客を神⼾に取り込むことができ
ると考えています。 

2 点⽬は、⾃然と都市が共存している点です。 
神⼾という街は、都市部と⾃然が近い距離にあ

るという地形的な特徴を活かして、多様なニーズ
に応えることができます。例えば、⾃然好きの⽝
であれば、モデルコースでも提案した六甲⼭系を
楽しむことができます。⼀⽅、都会の雰囲気を楽

しむなら、街中でのカフェ巡りも可能です。 
3点⽬は、施設情報と正しいマナーの発信です。 
神⼾という街は、ペットツーリズムの推進にお

いて⼤きなポテンシャルを秘めています。今後さ
らにこの取り組みを推進するためには、私たち神
⼾観光局が必要な情報をしっかりと発信するこ
とが重要であると考えています。 

このように、ペットツーリズムは、外国⼈観光
客の誘致と同様に、観光業界全体にとっても新た
な柱となる可能性があり、今後の発展が期待され
ます。 

 
【スライド 16】 
最後に、ペットツーリズムは単なる観光の⼀部

ではなく、今後の観光業全体の成⻑に寄与する重
要な要素であると考えています。 

神⼾観光局としても、ペット連れ観光客が安⼼
して旅⾏できる環境を整え、地域の観光産業 を
さらに活性化させるために、引き続き取り組んで
まいります。皆さまのご協⼒をいただきながら、
ペットツーリズムの未来を共に築いていきたい
と考えております。今後ともご⽀援を賜りますよ
うお願い申し上げます。 
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